
7月イベント紹介

2025/07  CarryMyBottle（通称：キャリボト）



CarryMyBottleとは？

活動目標

・給水機にすぐアクセスできるキャンパスをめざす

・阪大生のマイボトル所持率をあげる

→使い捨てプラスチックごみを削減し、大学の環境意識を高める

目標達成に向けて活動している、工学部公認団体です！



plastic Free julyとは？

・オーストラリア発の参加型イベント

・「７月の間、なるべく使い捨てプラスチックを利用

せずに過ごそう」というもの

2024年は世界で１億7400万人が参加したイベントです。
私たちCarryMyBottleは、このイベントが開催される７月に合わせて、
マイボトル利用促進イベントを開催することにしました！



マイボトルはなぜ必要？

リサイクル推進と共に、ペットボトルごみの量自体を削減する努力も必要

参考：1)環境省. リユース可能な飲料容器およびマイカップ・マイボトルの使用に係る 環境負荷分析について. 2011

　　　https://www.env.go.jp/recycle/yoki/c_3_report/pdf/h23_lca_01.pdf,(参照 2025-06-22)

           2)ペットボトルに戻った率　まだ３割. 朝日新聞. 2025-06-06. 朝刊

マイボトルのCO2排出削減効果

・ペットボトルと比べて、水筒(100回使用)の１回使用あたりのCO2排出量が低い

まだ不十分なリサイクル率

・「リサイクル優等生」のペットボトルだが、「ボトルtoボトル」のリサイクル率は33.7%



マイボトル月間の実施

７月を、ペットボトル購入を避け、マイボトルを

積極的に持ち運ぶ「マイボトル月間」とします！

#マイボトル月間2025
で、タグ付けし、Instagram 又は X にて、マイボトルを

利用している写真を投稿してください！

（ご協力していただけましたら、キャリボト公式アカウントより、

コメント・拡散させていただこうと思っております。）



写真コンテスト

・”マイボトルと手作り弁当”の写真を募集
・投稿いただいた写真は、　　　　　　　　　
キャリボト公式Instagramなどで随時共有
・実施期間 ： ７月中(最終結果発表は８月を予定)
・投稿はこちらから↓

どちらか一方の写真も大歓迎です

写真コンテスト応募フォーム

https://forms.gle/mDfZVFbwpT4hsiCTA


協力していただきたい内容
1．マイボトル月間への参加

　#マイボトル月間2025 でタグづけし、Instagram又はXにて、

　マイボトルを利用している写真を投稿していただきたいです。

　（キャリボト公式アカウントより、「いいね！」させていただきます！）

 　マイボトルが写っていれば、どんな写真でも問題ありません。

２.写真コンテストへの参加

　応募フォームにて、積極的に写真を投稿いただければ幸いです。



PlasticFreeJulyについて

https://www.plasticfreejuly.org/
サイトにアクセス

HPの右上の
「TaketheChallemge」 をクリック

氏名・メアド・やりたい行動を入力し
「Sign up」をクリック

サイトから簡単に
参加表明できます！



ご協力ありがとうございました！


